
津
田
山
駅
の
橋
上
駅
舎
化
決

る

平
成
聖
度
工
事
着
手
單
度
供
用
開
始
予
定

,
一1もと

長
年
の
住
民
の
願
い
で
あ
っ
た
津
田
山
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
設
置
と
合
わ
せ
橋
上

駅
舎
に
す
る
発
表
が
昨
年
れ
月
に
あ
り
ま
し
た
。

ら
全
国
5
0
0
近
い
自
治
体
で
実
施
さ

れ
て
い
る
[
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
」

を
早
急
に
検
討
す
べ
き
。
商
店
街
支
援

の
た
め
に
電
気
代
の
補
助
率
の
引
上
げ

等
を
質
問
。
経
済
労
働
局
長
は
「
年
越

し
金
融
対
策
と
し
て
融
資
期
間
1
年
以

内
、
融
資
利
率
1
・
2
%
以
内
、
限
度

額
2
千
万
円
の
融
資
対
策
を
W
月
に
創

設
し
た
。
年
末
特
別
相
驚
口
を
設
置

し
て
い
る
。
「
住
宅
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
等

を
開
催
し
市
内
中
小
建
設
業
者
の
受
注

確
保
及
ぴ
地
域
経
済
の
活
性
化
に
努
め

る
。
商
店
街
の
広
告
フ
ラ
ッ
グ
の
掲
出

に
ょ
る
自
主
財
源
の
確
保
等
総
合
的
に

支
援
し
て
い
く
」
と
い
う
答
弁
に
と
ど

ま
る
。
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
で
さ
ら

に
廃
業
倒
空
失
業
が
増
え
る
こ
と
は

必
至
で
す
。
国
民
の
所
得
を
増
や
し
、

家
計
を
応
援
し
内
需
を
活
発
に
す
る
国

の
経
済
対
策
が
必
要
で
す

(
2
面
へ
つ
づ
く
)

◆
橋
上
駅
舎
の
位
置
は
、
ホ
ー
ム
の
中
央

部
分
(
下
図
面
)

◆
2
0
1
2
年
口
月
・
ル
東
日
本
と
基
本

覚
書
締
結
、
概
略
設
計
を
委
託

・
2
0
1
3
年
度
1
・
詳
細
設
計
を

凪
東
日
本
に
委
託

・
2
0
1
4
年
度
1
・
凪
東
日
本
と
工

事
施
工
協
定
を
締
結
、
工
事
着
手

・
 
2
0
1
7
年
度
頃
1
 
・
工
事
完
成
、

供
用
開
始

(
ス
ケ
ジ
ユ
ー
ル
は
今
後
の
検
討
や
状
況

等
に
ょ
り
変
わ
る
場
合
が
あ
る
)

*
2
0
0
6
年
初
め
て
エ
レ
ベ
ー
タ
の
早

期
設
置
等
を
議
会
で
取
り
上
げ
、
何
度
も

議
会
質
問
と
東
日
本
へ
の
要
望
活
動
を
住

民
と
一
緒
に
し
て
き
て
か
ら
約
6
年
。

ちまのこ

、

こ
の
間
、
凪
東
日
本
は
W
年
度
末
ま
で

に
エ
レ
ベ
ー
タ
を
設
置
す
る
と
し
た
が
ホ
ー

二

党
員

産
聳

共
市

本
崎

の
跨
線
橋
を
2
本
渡
ら
な
い
と
ホ
ー
ム
に

降
り
ら
れ
ず
利
便
性
に
問
題
が
あ
る
と
し

て
凪
の
構
内
エ
レ
ベ
ー
タ
整
備
と
合
わ
せ

橋
上
駅
舎
の
検
討
を
要
望
。

*
Ⅱ
年
Ⅱ
月
、
市
は
橋
上
駅
舎
化
の
検
討

を
凪
東
日
本
と
需
で
き
た
と
発
表
。

・
*
松
年
松
貝
両
者
で
基
本
覚
書
締
結

j

口

n

改
胎

.

目

◆
駅
ホ
ー
ム
に
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
設
置

を
質
問

(
松
月
議
会
)

昏

市
内
南
武
線
駅
で
唯
一
エ
レ
ベ
ー
タ
が

な
い
津
田
山
駅
特
に
一
局
齢
責
障
害
責

ベ
ビ
ー
カ
ー
を
使
う
方
々
が
困
っ
て
い
ま

す
。
橋
上
駅
舎
完
成
ま
で
の
5
年
間
の
対

策
と
し
て
、
「
駅
ホ
ー
ム
に
駅
務
室
に
通

じ
る
イ
ン
女
ー
ホ
ン
の
設
置
と
『
介
助
が

必
要
な
場
合
は
こ
連
絡
く
だ
さ
い
』
の
標

誰
置
」
が
必
要
で
あ
る
と
質
問
。

●
ま
ち
づ
く
り
局
長
は
「
今
後
の
鳳
東
日

本
と
の
協
議
・
調
整
の
場
で
要
望
す
る
」

と
答
弁
。

ム
の
大
規
模
改
修
が
必
要
と
し
て
工
期
を

Ⅱ
年
度
以
降
に
延
期
す
る
と
発
表
。
*

一
方
、
市
は
2
0
1
0
年
2
月
「
駅
前
踏

切
の
遮
断
時
間
が
長
く
不
便
で
危
険
な
た

め
、
ア
ク
セ
ス
向
上
策
と
し
て
エ
レ
ベ
ー

タ
付
き
跨
線
橋
を
早
期
に
整
備
す
る
」
と

発
表
。

*
石
田
議
員
は
2
0
1
0
年
W
貝
Ⅱ
年

3
月
議
会
で
エ
レ
ベ
1
女
付
き
跨
線
橋
で

は
、
下
作
延
小
側
か
ら
は
駅
構
外
と
構
内

゛

懸

鋪

田
一

昨
年
6
月
議
会
の
共
産
党
質
問
に
対
が
は
か
ら
れ
る
よ
う
業
務
執
行
体
制
の

し
こ
ど
も
本
部
長
は
「
庁
内
関
係
部
局
整
備
を
図
っ
て
ぃ
く
」
と
答
弁
。
予
算

に
ょ
る
検
討
会
を
立
ち
上
げ
、
虐
待
予
議
会
で
具
体
化
を
求
め
て
ぃ
き
ま
す
。

随
早
期
発
見
・
早
期
対
応
、
再
発
防
◆
中
小
.
零
細
事
業
者
へ
の
支
援

止
等
切
れ
目
の
な
い
支
援
の
充
実
の
体
策
を
強
め
る
べ
き

制
整
備
を
検
討
す
る
」
と
答
弁
。
口
月

議
会
で
検
熨
況
と
方
向
性
、
児
童
相
 
9
.
W
月
の
2
ケ
月
間
の
負
債
総
額

談
暫
ー
ン
女
1
 
1
千
万
以
上
の
市
内
企
業
倒
産
は
W
件
、

の
専
門
職
種
を
増
員
す
べ
前
年
度
よ
り
ー
.
謁
倍
、
金
額
で
約
4

き
と
質
問
。
こ
ど
も
本
部
倍
に
も
。
全
県
で
は
「
不
況
型
倒
産
」

長
は
「
8
月
に
子
育
て
支
が
8
割
を
占
め
前
年
度
に
増
す
年
越
し

援
.
児
童
虐
待
対
策
推
進
対
策
と
し
て
金
融
支
援
、
相
談
体
制
の

検
討
委
員
会
を
設
置
児
強
化
が
必
要
。
建
設
業
の
不
況
も
深
刻

で
あ
り
、
地
域
経
済
活
性
化
の
観
点
か

.
、

◆
ホ
ー
ム
の
屋
根
の
拡
張
を
質
問

金
月
愛
)

こ
れ
ま
で
何
度
も
質
問
し
た
ホ
ー
ム
屋

根
の
拡
張
に
つ
い
て
「
屋
根
が
設
置
さ
れ

て
い
な
い
場
所
は
雨
や
雪
の
日
は
滑
っ
て

危
険
で
あ
り
、
駅
構
内
の
エ
レ
ベ
ー
タ
整

備
と
合
わ
せ
ホ
ー
ム
全
体
に
屋
根
の
拡
張

を
す
べ
き
」
と
松
月
議
会
で
も
質
問
。

●
局
長
は
「
自
由
通
路
、
橋
上
駅
舎
と
あ

わ
せ
設
置
が
行
わ
れ
る
様
今
後
の
協
議
・

調
整
の
場
で
要
望
す
る
」
と
答
弁
。
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石
田
和
子
議
員
は
桧
月
市
議
会
で
桧
月
円
旦
般
質
問
に
た
ち
高
津
区
へ

の
特
養
ホ
ー
ム
新
設
問
題
中
部
小
児
急
病
セ
ン
タ
ー
の
早
期
開
設
な
ど
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

=

.

口

高
津
区
に
H
年
ぶ
り
4
力
所
目
の

特
養
ホ
ー
ム
新
設

◆
平
成
部
年
度
中
に
末
長
に

開
設

現
在
5
4
0
2
人
が
入
所
待
ち
の
特
養
ホ
ー

ム
、
全
市
で
卯
施
設
3
2
0
6
床
の
う
ち
高

津
区
に
は
3
施
設
2
1
4
床
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
石
田
議
員
は
全
市
の
整
備
促
進
と
共
に

デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
な
ど
在

宅
介
護
も
担
う
特
養
が
突
出
し
て
少
な
い
高

津
区
の
整
備
を
何
度
も
質
問
。
口
月
議
会
で

健
康
福
祉
局
長
は
「
平
成
琵
度
開
設
予
定

で
末
長
地
区
に
1
0
4
床
の
整
備
を
行
っ
て

い
る
」
と
答
允
そ
れ
で
も
全
市
の
1
割
で

す
か
ら
今
後
の
整
備
促
進
を
要
望
し
ま
し
た
。

0

力全こ1見実望要の

川
崎
市
は
小
2
ま
で
肪
人
以
下
学
級

で
す
。
多
く
の
政
令
指
定
都
市
で
既
に
実

施
し
て
い
る
小
3
、
中
1
の
実
施
を
。
藤

沢
市
が
N
P
0
に
委
託
し
て
中
学
校
で
実

施
し
て
い
る
「
ス
ク
ー
ル
ハ
デ
ィ
」
活
動

は
、
生
徒
同
士
の
支
え
合
い
シ
ス
テ
ム
で

「
バ
デ
ィ
ル
ー
ム
」
に
立
寄
る
生
徒
の
話

を
聞
い
た
り
、
構
内
放
送
W
、
新
聞
ポ

ス
タ
ー
づ
く
り
等
い
じ
め
を
未
然
に
防
ぐ

様
々
な
企
画
・
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

生
徒
は
相
談
で
き
る
仲
間
が
い
る
安
心
感

を
持
ち
、
い
じ
め
の
抑
止
力
に
な
っ
て
い

る
。
川
崎
で
も
で
き
な
い
か
等
を
質
問
。

教
育
長
は
「
国
の
動
向
を
中
止
し
な
が
ら

学
校
の
実
情
に
応
じ
た
教
育
環
境
の
充
実

に
努
め
る
。
ス
ク
ー
ル
バ
デ
ィ
事
業
の
よ

う
な
事
例
を
含
め
各
学
校
で
実
施
し
て
い

る
取
組
事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
学
校
支
援

に
努
め
る
」
等
答
弁
。

0

が
狭
い
の
で
提
供
で

き
な
い
が
、
当
団
地
の
再
生
計
画
策
定
時
に

可
能
な
範
囲
で
敷
地
を
生
み
出
し
高
齢

は
、

化
等
の
地
域
課
題
に
資
す
る
社
会
福
祉
施
設

用
地
の
提
供
に
む
け
た
検
討
を
行
う
」
。
健

康
福
祉
局
長
は
三
定
の
用
地
が
生
み
出
さ

れ
た
場
合
に
は
近
隣
地
域
の
福
祉
施
設
の
整

備
状
況
を
ふ
ま
え
検
討
す
る
」
と
答
元

(
*
1
号
棟
か
ら
8
号
棟
は
今
年
度
耐
綴

計
、
来
年
度
耐
震
改
修
工
事
を
実
施
、
 
9
号

棟
か
ら
松
号
棟
は
平
廃
年
度
か
ら
立
替
工

事
を
計
画
)
再
生
計
画
は
当
分
先
な
の
で
そ

の
前
に
整
備
可
能
な
用
地
が
あ
れ
ば
取
組
む

よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

.

.

.

◆
緊
急
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
枠
の

拡
大
を

現
在
、
特
養
ホ
ー
ム
等
で
6
施
設
8
床
し

か
確
保
さ
れ
て
い
な
い
緊
急
短
期
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
。
先
の
一
局
齢
者
実
態
調
査
で
、
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
か
ら
「
最
も
充
実
す
べ
き
市

の
施
策
」
と
し
て
あ
が
っ
た
「
緊
急
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
ィ
枠
の
拡
大
」
の
取
組
み
を
質
閲

局
長
は
平
男
年
度
か
ら
3
年
間
で
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
ィ
を
1
0
0
床
増
や
す
と
答
弁
。
石

器
畏
介
響
の
緊
1
雫
の
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
ィ
が
、
空
床
待
ち
で
は
困
る
と
し
て
、

全
体
の
増
床
と
合
わ
せ
緊
急
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
枠
の
拡
充
を
質
問
局
長
は
「
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
ィ
の
稼
働
状
況
や
次
期
の
一
局
齢
者
実
態

戸

調
査
等
を
踏
ま
え
検
討
す
る
」
と
答
弁
。

護
所
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
応
を
担
う

各
区
の
休
日
急
謬
療
所
の
老
朽
化
対
策
を

質
問
。健

康
福
祉
局
長
は
「
川
崎
、
多
摩
を
除
ミ

今
年
度
建
築
設
備
劣
化
諭
を
実
施
、
必
要

な
修
繕
箇
所
と
修
繕
の
優
先
順
位
を
把
握
し
、

維
持
補
修
を
行
フ
」
と
答
允
早
急
な
対
応

を
要
望
し
ま
し
た
。

◆
休
日
急
患
票
所
の
老
朽
化

対
策
を
急
い
で

休
日
急
患
の
初
期
救
急
、
釜
蒔
医
療
救

,,
 
J
/

手
ケ
、
、

一
戸
.

.

.

(
一
面
代
表
質
問
の
つ
づ
き

◆
学
校
体
育
館
の
開
放
に
使
用

料
を
設
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て

市
は
2
0
1
4
年
1
月
か
ら
学
校
体
育

館
の
利
用
者
団
体
に
使
用
料
を
課
す
計
画

を
発
表
。
使
用
す
る
へ
し
な
い
人
の
不

公
平
を
な
く
す
た
め
と
言
い
ま
す
が
、
学

校
施
設
は
市
民
の
財
産
で
あ
り
教
育
施
設
、

そ
の
使
用
は
社
会
的
要
素
が
強
い
も
の
で

す
。
有
料
化
す
る
こ
と
自
体
が
妥
当
で
は

な
い
と
考
え
る
と
質
問
。

中
部
小
児
急
病
セ
ン

女
1
を
で
き
る
だ
け

早
期
に
開
設
し
た
い

健
康
福
祉
局
長
が
答
弁
)

地

◆
少
人
数
学
級
の
促
進
生
徒

王
体
の
い
し
め
防
止
の
取
組
み

を
中
学
校
盗
の
実
現
、
局

校
卒
業
生
へ
の
末
就
職
支
援
等

を
質
問

◆
市
営
住
宅
建
替
え
時
に
福
祉

施
設
の
併
設
を

高
齢
化
が
顕
者
な
久
末
佳
毛
や
久
末
地
域

に
施
設
が
少
な

い
と
の
要
望
を

受
け
*
市
営
久

末
住
宅
建
替
え

時
に
社
会
福
祉

施
設
の
併
設
が

で
き
な
い
か
ま

ち
づ
く
り
局
長

と
健
康
福
祉
局

長
に
質
問
。
ま

ち
づ
く
り
局
長

は
、
「
今
回
の

建
替
え
で
は
生

み
出
せ
る
敷
地

人
口
が
急
増
す
る
市
内
中
部
(
高
津
・
中

原
区
)
の
小
児
急
病
セ
ン
タ
ー
の
早
期
開
設

の
取
組
み
を
質
問
。
健
康
福
祉
局
長
は
「
現

在
、
医
師
会
等
の
関
係
機
関
と
医
師
の
確
保

や
場
所
等
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
る
。
南
部

小
児
急
病
セ
ン
女
1
の
混
雑
緩
和
に
も
つ
な

が
る
の
で
で
き
る
だ
け
早
期
に
開
設
し
た
い
」

と
答
弁
。

南
部
小
児
急
病
セ
ン
タ
ー
は
高
次
救
急
医

療
も
担
う
市
立
川
崎
病
院
に
併
設
の
た
め
、

初
期
救
急
ス
ト
ッ
プ
が
多
数
発
美
小
児
科

医
師
の
増
員
が
不
可
欠
と
取
組
ん
で
き
ま
し

た
が
実
態
と
改
善
を
質
問
。
病
院
局
長
は

「
小
児
科
医
師
、
新
生
児
内
科
医
師
等
の
増

員
で
救
急
ス
ト
ッ
プ
は
減
少
し
て
き
た
が
、

現
実
的
に
は
当
直
あ
け
訟
時
間
連
続
勤
務
で

対
応
し
て
い
る
実
態
が
あ
る
。
医
師
の
疲
弊

防
止
に
む
け
た
勤
務
環
境
の
整
備
や
医
師
の

確
保
に
努
め
る
」
と
答
弁
。

中
部
小
児
急
病
セ
ン
タ
ー
の
運
営
方
法
に

つ
い
て
、
医
師
会
運
営
の
北
部
急
病
セ
ン
タ
ー

型
と
病
院
併
設
の
南
部
型
が
あ
る
が
、
浮
彫

り
に
な
っ
て
い
る
課
題
を
き
ち
ん
と
解
決
す

る
対
策
を
要
望
し
ま
し
た
。

2013年1・ 2月

蝋梅の花
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